
一般質問｜要点資料

防災対策 令和8年9月定例会

避難所は、安全に避難でき、災害時に実際に生活できる場所として機能する必要がある

状況を把握

避難経路、初動、空調・電源等
に課題

→
質問する

安全な避難と避難所環境を確認 →
市の答え

人数上は収容可能。気温対策は
これから

→
次を確認

大規模災害時に実際に機能する
整備

一目でわかる｜問題・質問・市の答え

問題

避難経路の冠水、職員や通信の被災、体
育館の空調・非常用電源・居住区画など、
実際の避難に課題があります。

質問

避難経路と代替経路、行政初動、収容能
力、体育館空調、非常用電源、プライバ
シー確保を確認しました。

市の答え

代替経路や早期避難等で対応。人数上は
収容可能ですが、気温への配慮は「これ
からの取組」と答えました。

最重要の到達点 人数上の収容能力と、夏場に安全な避難所として実際に機能する環境は別であり、気温対策が今後の課題と
明らかになったこと

次に確認すること｜当時の方針と未解決点

避難経路 危険箇所は代替経路、早期避難、必要に応じた経路変更で対応

行政初動 震度別参集、チャット・メール、支障事例を毎年のマニュアル改定へ反映

収容能力 屋内避難所89か所で7,562人。想定避難者3,300人は人数上収容可能

空調・電源 気温配慮はこれからの取組。電源は民間等からの借受けを想定

次の確認 移動式・固定式・複数ルームエアコン、停電時運転、居住区画を比較し、大規模災害時に機能する整備へつなげるか確認

出典：日田市議会 令和8年9月定例会

1






